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～ブルーカーボンのしくみ～
①大気中に排出されたCO₂が海中に溶け
込む
②海藻（草）は成⾧とともに光合成に
より炭素を吸収する
③吸収した炭素は個体に固定されるた
め海中の炭素は減少する
④海藻（草）が深海へ運ばれるなどし、
⾧期的な炭素固定につながる
⑤炭素固定量は論文値を参考に算出、
海藻養殖においては、成⾧までの炭素
固定量がCO₂削減量となるため、大きな
海藻を作ることが炭素固定につながる

資料４



内容/月 R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9 R6.10 R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4 R7.5 R7.6 R7.7
海藻養殖

ワカメ

母藻確保
種苗糸生産

最大に
生⾧ 養殖開始 最大に

生⾧

リシリコンブ

母藻確保
種苗糸生産

最大に
生⾧ 養殖開始 最大に

生⾧

チヂミコンブ

母藻確保

種苗糸生産

養殖開始 最大に
生⾧

養殖型管理 通年

環境測定 通年
海草/天然藻場可
能性調査 通年

育成

育成

状況確認・追跡調査

状況確認・追跡調査

育成

育成

状況確認・追跡調査

※留萌海域における海藻養殖は行われてきていないため、他地区を参考にした予想スケジュール

状況確認・追跡調査

状況確認・追跡調査

R5生産分

R5生産分

R6生産分

R6生産分

R6生産分

～コンブの生活史について～
内容 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏

天然 胞子放出 発芽 生⾧ 最大のち減少 生⾧ 生⾧ 生⾧ 最大のち消失

養殖

通常の養殖方法の場合 採苗 発芽 生⾧ 最大のち減少 生⾧ 生⾧ 生⾧ 最大のち消失

促成コンブの場合 採苗・発芽 生⾧ 生⾧ 最大のち消失

天然藻場のコンブは２年かけて最大⾧
まで成⾧する。（１年の種も有）
養殖では１年で最大⾧まで成⾧させる
促成コンブ技術を活用され、本試験で
も活用。

育成


